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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置において
、
　前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、
　前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素
子で構成された信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、
　前記信号処理回路はアナログ信号処理回路部とデジタル信号処理回路部を有し、前記デ
ジタル信号処理回路部は、前記配線接続部を介して、前記アナログ信号処理回路部の反対
側にあることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項２】
　基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置において
、
　前記画素部は封止材によって囲まれており、
　前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、
　前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素
子で構成された信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、
　前記信号処理回路は前記封止材の外側に存在し、
　前記信号処理回路はアナログ信号処理回路部とデジタル信号処理回路部を有し、前記デ
ジタル信号処理回路部は、前記配線接続部を介して、前記アナログ信号処理回路部の反対
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側にあることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項３】
　基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置において
、
　前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、
　前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素
子で構成された音声信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、
　前記音声信号処理回路は封止材の外側に存在し、
　前記音声信号処理回路はアナログ信号処理回路部とデジタル信号処理回路部を有し、前
記デジタル信号処理回路部は、前記配線接続部を介して、前記アナログ信号処理回路部の
反対側にあり、
　前記アナログ信号処理回路部はスピーカー駆動アンプを有し、
　前記スピーカー駆動アンプは前記配線接続部に隣接していることを特徴とした液晶表示
装置。
【請求項４】
　基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置において
、
　前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、
　前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素
子で構成された音声信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、
　前記音声信号処理回路は封止材の外側に存在し、
　前記音声信号処理回路はアナログ信号処理回路部とデジタル信号処理回路部を有し、前
記デジタル信号処理回路部は、前記配線接続部を介して、前記アナログ信号処理回路部の
反対側にあり、
　前記アナログ信号処理回路部はスピーカー駆動アンプを有し、
　前記スピーカー駆動アンプは前記配線接続部に隣接し、
　前記スピーカー駆動アンプの出力と前記配線接続部の間の配線抵抗は１０Ω以下である
ことを特徴とした液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４に記載の液晶表示装置を備えることを特徴とする携帯情報機器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、特に薄膜半導体素子で構成された液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、通信技術の進歩に伴って、携帯電話が普及している。今後は更に動画の伝送やよ
り多くの情報伝達が予想される。一方、パーソナルコンピュータもその軽量化によって、
モバイル対応の製品が生産されている。電子手帳に始まったＰＤＡと呼ばれる情報端末も
多数生産され普及しつつある。また、表示装置の発展により、それらの携帯情報機器のほ
とんどには液晶表示装置などのフラットパネルディスプレイが装備されている。
【０００３】
　また、アクティブマトリクス型の液晶表示装置の中でも、近年、低温ポリシリコン薄膜
トランジスタ（以下薄膜トランジスタをＴＦＴと表記する）などの薄膜素子を用いた液晶
表示装置の製品化が進められている。低温ポリシリコンＴＦＴでは画素だけでなく、画素
部の周囲に信号線駆動回路を一体形成することが可能であるため、小型化や、高精細化が
可能であり、今後はさらに普及が見込まれる。
【０００４】
　一方、情報携帯機器には視覚的表示機能だけでなく、その他の出力機能も求められ、特
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に音声出力機能も求められている。映像表示をおこなうときに、音声が得られているとよ
り効果的に、その映像を見ることができ、より映像を楽しむことなどが可能になる。
【０００５】
音声出力用の音声信号には、アナログ音声信号と、デジタル音声信号がある。アナログ音
声信号はマイクロホンなどで直接音声を得るもの、アナログ出力の音声機器から得るもの
などがある。一方デジタル音声信号は、ＣＤ、ＭＤ、ＤＶＤなどのデジタル音声機器より
信号を得るものである。
【０００６】
　また、デジタルの信号源として上記のＣＤ、ＭＤなどのほかにメモリカードなどの半導
体メモリを用いるＩＣレコーダーのような電子機器も普及しつつある。今後はさらに広ま
っていくと考えられる。
【０００７】
　図６にデジタル音声信号をアナログに変換するまでのブロック図を示す。ＣＤプレイヤ
ーなどは光出力を備えているものが多く、このようなものから光ファイバーを通して、光
センサー６０１に光信号を入力する。光センサー６０１は光信号を電気信号に変換する。
この電気信号はＥＩＡＪのＣＰ－１２０１規格などで規定されている。さらにこの信号は
デコーダー６０２によって、図９に示すようなシリアルデジタル音声データにデコードさ
れる。デコードされた電気信号はＣＤの場合１．４１１ＭＨｚのベースクロックと、４４
．１ＫＨｚのＬＲクロックとデジタル音声信号データの３種類がある。デジタル音声信号
データはＭＳＢより順にシリアルに転送される。さらに、シリアルデジタル音声データは
シリアルパラレル変換回路６０３によって、パラレルデジタル音声データとなりＤ／Ａ変
換回路６０４に入力され、アナログに変換される。
【０００８】
　図５に音声信号処理回路の従来例を示す。図５にはＤ／Ａ変換回路からスピーカー駆動
端子までを記述している。音声信号処理回路はＤ／Ａ変換回路５０１、Ｄ／Ａ変換バッフ
ァ回路５０２、プリアンプ５０３、スピーカー駆動用非反転アンプ５０４、スピーカー駆
動用反転アンプ５０５、スピーカー駆動端子５０６、５０７、カップリングコンデンサ５
０８、５０９、５１０、平滑コンデンサ５１１、５１２、入力抵抗５１４、５２５、プリ
アンプ帰還抵抗５１６，５１７、スピーカー駆動用アンプ利得設定抵抗５１７～５２０、
Ｄ／Ａ変換回路電源５２１、バイアス電源５２２、アナログデジタル切り換えスイッチ５
２３、アナログ信号入力端子５２４より構成される。
【０００９】
　以下、その動作を説明する。パラレルデジタル音声信号はＤ／Ａ変換回路５０１によっ
てアナログに変換され、バッファ回路５０２およびコンデンサ５０８を介してスイッチ５
２３に入力される。一方アナログ音声信号は入力端子５２４よりコンデンサ５０９を介し
てスイッチ５２３に入力される。スイッチ５２３はＤ／Ａの出力もしくはアナログ入力信
号を選択し、選択した信号をプリアンプ５０３に入力する。プリアンプ５０３は抵抗５１
６と抵抗５１５の比によって利得が決定され増幅をおこなう。次に、プリアンプの出力信
号をスピーカー駆動用非反転駆動アンプ５０４で増幅し、スピーカー駆動端子５０６に出
力する。ここではスピーカーの両端子に逆相の信号を加えるＢＴＬ（Ｂｒｉｇｅ　Ｔｒａ
ｎｓ　Ｌｅｓｓ）の駆動方法の例を記載してある。スピーカー駆動端子５０６の出力をス
ピーカー駆動用反転アンプ５０５で反転し、スピーカー駆動端子５０７に出力する。
【００１０】
　図３に従来の上面図、側面図を示す。絶縁基板３０１上に、ＴＦＴによって、画素部３
０８、ソース信号線駆動回路３０５、ゲート信号線駆動回路３０６を構成している。また
、液晶を封止する封止材３０４を絶縁基板３０１と対向基板３０２の間に挟んでいる。そ
して、ＦＰＣ（フレキシブルプリントサーキット）３０３によって、外部から液晶表示装
置に電気信号を供給している。また、ＦＰＣ接続部の横には特性確認用ＴＥＧ３１２や、
対向張り合わせ用のアライメントマーク３１０、３１１、パネルＩＤ３０９などが配置さ
れている。
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【００１１】
また、上記と異なる従来例を図２に示す。図３の例では封止材３０４に囲まれた領域の内
側にあるＴＦＴは画素部３０８だけであるが、図２の例ではソース信号線駆動回路、ゲー
ト信号線駆動回路、信号処理回路も封止領域の中に入れている。
　絶縁基板２０１上に、ＴＦＴによって、画素部２０８、ソース信号線駆動回路２０５、
ゲート信号線駆動回路２０６、信号処理回路２０７を構成している。また、液晶を封止す
る封止材２０５を絶縁基板２０１と対向基板２０２の間に挟んでいる。そして、ＦＰＣ２
０３によって、外部から液晶表示装置に電気信号を供給している。
　また、ＦＰＣ接続部の横には特性確認用ＴＥＧ２１２や、対向張り合わせ用のアライメ
ントマーク２１０、２１１、パネルＩＤ２０９などが配置されている。
　従来の例としては以下のようなものがある（例えば特許文献１）。
【００１２】
【特許文献１】特開２０００－２９２８０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　図３に示したような従来例では、信号処理回路は外付けにしなければならないため外部
素子の増加を招くというような問題がある。また図２に示したような従来例では外部素子
は減らすことができるが、信号処理回路を封止領域の中に入れているため表示領域に対し
て周辺の額縁が大きくなり、表示装置自体の小型化が困難になってしまうというような問
題点が発生していた。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　以上のような問題を解決するため、本発明では少なくとも信号処理回路の一部を前記配
線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に配置することを
特徴とする液晶表示装置を提案する。
【００１５】
　以下に本発明の構成を示す。
【００１６】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、前記配線接続部が形成さ
れている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素子で構成された信号処理回
路の少なくとも一部が形成されていることを特徴としている。
【００１７】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記画素部は封止材によって囲まれており、前記液晶表示装置は前記基板上に
配線接続部を有し、前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長
した領域に薄膜素子で構成された信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、前記
信号処理回路は前記封止材の外側に存在することを特徴としている。
【００１８】
　これらのような構成を取ることによって、信号処理回路の面積を封止領域の中から削除
することが可能となる。それにより額縁の面積を縮小することが可能となり、液晶表示装
置のよりいっそうの小型化が実現できる。
【００１９】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、前記配線接続部が形成さ
れている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素子で構成された音声信号処
理回路の少なくとも一部が形成されていることを特徴としている。
【００２０】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
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において、前記画素部は封止材によって囲まれており、前記液晶表示装置は前記基板上に
配線接続部を有し、前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長
した領域に薄膜素子で構成された音声信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、
前記音声信号処理回路は前記封止材の外側に存在することを特徴としている。
【００２１】
　本発明は、上記において、前記音声信号処理回路は増幅回路であることを特徴としてい
る。
【００２２】
　本発明は、上記において、前記音声信号処理回路は複号器であることを特徴としている
。
【００２３】
　本発明は、上記において、前記音声信号処理回路はＤ／Ａ変換回路であることを特徴と
している。
【００２４】
　これらのような構成を取ることによって、音声信号処理回路の面積を封止領域の中から
削除することが可能となる。それにより額縁の面積を縮小することが可能となり、液晶表
示装置のよりいっそうの小型化が実現できる。
【００２５】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、前記配線接続部が形成さ
れている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素子で構成された信号処理回
路の少なくとも一部が形成されており、前記信号処理回路はアナログ信号処理回路部とデ
ジタル信号処理回路部を有し、前記デジタル信号処理回路は、前記配線接続部を介して、
前記アナログ信号処理回路部の反対側にあることを特徴としている。
【００２６】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、前記配線接続部が形成さ
れている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素子で構成された信号処理回
路の少なくとも一部が形成されており、前記信号処理回路の一端に複号器の入力、および
他端に複号器の出力があることを特徴としている。
【００２７】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記画素部は封止材によって囲まれており、前記液晶表示装置は前記基板上に
配線接続部を有し、前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長
した領域に薄膜素子で構成された信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、前記
信号処理回路は前記封止材の外側に存在し、前記信号処理回路はアナログ信号処理回路部
とデジタル信号処理回路部を有し、前記デジタル信号処理回路は、前記配線接続部を介し
て前記アナログ信号処理回路部の反対側にあることを特徴としている。
【００２８】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記画素部は封止材によって囲まれており、前記液晶表示装置は前記基板上に
配線接続部を有し、前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長
した領域に薄膜素子で構成された信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、前記
信号処理回路は前記封止材の外側に存在し、前記信号処理回路の一端に複号器の入力が、
他端に複号器の出力があることを特徴としている。
【００２９】
　これらのような構成を取ることによって、信号処理回路の面積を封止領域の中から削除
することが可能となる。それにより額縁の面積を縮小することが可能となり、液晶表示装
置のよりいっそうの小型化が実現できる。さらにデジタル信号がアナログ回路に漏れるこ
とを防止し、より高品質な画像情報及び音声情報を提供することが可能となる。
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【００３０】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、前記配線接続部が形成さ
れている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素子で構成された信号処理回
路の少なくとも一部が形成されており、前記信号処理回路の少なくとも一部が樹脂によっ
て、覆われていることを特徴としている。
【００３１】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、前記配線接続部が形成さ
れている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素子で構成された信号処理回
路の少なくとも一部が形成されており、前記信号処理回路の少なくとも一部が接着材付き
の保護物によって、覆われていることを特徴としている。
【００３２】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記画素部は封止材によって囲まれており、前記液晶表示装置は前記基板上に
配線接続部を有し、前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長
した領域に薄膜素子で構成された信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、前記
信号処理回路は前記封止材の外側に存在し、前記信号処理回路の少なくとも一部が樹脂に
よって、覆われていることを特徴としている。
【００３３】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記画素部は封止材によって囲まれており、前記液晶表示装置は前記基板上に
配線接続部を有し、前記配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長
した領域に薄膜素子で構成された信号処理回路の少なくとも一部が形成されており、前記
信号処理回路は前記封止材の外側に存在し、前記信号処理回路の少なくとも一部が接着材
付きの保護物によって、覆われていることを特徴としている。
【００３４】
　これらのような構成を取ることによって、信号処理回路の面積を封止領域の中から削除
することでき、額縁の面積を縮小することが可能となる。それにより液晶表示装置のより
いっそうの小型化が実現できる。さらに、信号処理回路を外部の機械的衝撃や、水分など
から保護することが可能となり、信頼性が向上する。
【００３５】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、前記配線接続部が形成さ
れている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素子で構成された音声信号処
理回路の少なくとも一部が形成されており、前記音声信号処理回路は前記封止材の外側に
存在し、前記音声信号処理回路は増幅回路を有し、前記増幅回路は前記配線接続部に隣接
していることを特徴としている。
【００３６】
　本発明は基板上に薄膜素子を用いて複数の画素を構成した画素部を有する液晶表示装置
において、前記液晶表示装置は前記基板上に配線接続部を有し、前記配線接続部が形成さ
れている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に薄膜素子で構成された音声信号処
理回路の少なくとも一部が形成されており、前記音声信号処理回路は前記封止材の外側に
存在し、前記音声信号処理回路は増幅回路を有し、前記増幅回路の出力と前記配線接続部
の間の配線抵抗は１０Ω以下であることを特徴としている。
【００３７】
　これらのような構成を取ることによって、音声信号処理回路の面積を封止領域の中から
削除することができるため額縁の面積を縮小することが可能となる。それにより液晶表示
装置のよりいっそうの小型化が実現できる。さらに配線抵抗による電位降下を防ぐことが
可能となり大電流を流す必要があるスピーカー駆動アンプなどに、より好適な構成となる
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。
【００３８】
　本発明は上記のような液晶表示装置を備える携帯情報機器である。
【発明の効果】
【００３９】
　従来の液晶表示装置では、信号処理回路を外部構成とするか、液晶の封止領域の内部に
入れていた。それによって、外部回路の増加、液晶表示装置の額縁面積の増加という問題
点を有していた。
【００４０】
　本発明においては、信号処理回路を基板上の薄膜素子で構成し、少なくとも信号処理回
路の一部を配線接続部が形成されている領域を前記基板の一辺に沿って伸長した領域に配
置することで、外部素子の増加、液晶表示装置の額縁面積の増加を招くことなく、信号処
理回路を実現することが可能となり、液晶表示装置のよりいっそうの小型化が実現する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　以下、本発明の実施形態を、図面を用いて説明する。
【００４２】
　図１は本発明の液晶表示装置の上面および側面図である。本実施形態は図１に
示すように絶縁基板１０１上にＴＦＴで構成された画素部１０８、ソース信号線駆動回路
１０５、ゲート信号線駆動回路１０６、液晶を封止する封止材１０４、対向基板１０２に
よって構成されている。液晶表示装置を駆動する電気信号は配線１０３より入力され、配
線接続部の横にアライメントマーク１１０、１１１、パネルＩＤ１０９が配置されている
　従来例と異なるのは信号処理回路１１２、１０７を封止材の外側に出し、配線接続部が
形成されている領域を画素部が形成されていない方向に拡張した領域、すなわち本実施の
形態では配線接続部の横に配置していることである。このように、従来はデッドスペース
になりがちであった配線接続部が形成されている領域を画素部が形成されていない方向に
拡張した領域に信号処理回路を配置することによって、封止材１０４の内側の面積を縮小
することが可能であり、液晶表示装置の大きさを小さくすることが可能になる。
【００４３】
　尚、本明細書で記載する信号処理回路は音声信号処理回路、画像信号処理回路、コント
ローラ回路、ＣＰＵ、メモリ回路など様々な回路が可能である。
【実施例１】
【００４４】
本発明を用いて、音声信号処理回路を絶縁基板上の薄膜素子で構成した実施例を示す。音
声信号処理回路としては図５に示したものを考える。
　図７は本発明の液晶表示装置の上面および側面図である。本実施形態は図７に示すよう
に絶縁基板７０１上にＴＦＴで構成された画素部７０８、ソース信号線駆動回路７０５、
ゲート信号線駆動回路７０６、液晶を封止する封止材７０４、対向基板７０２によって構
成されている。表示装置を駆動する電気信号は配線の一例であるＦＰＣ７０３より入力さ
れ、ＦＰＣ接続部の横にアライメントマーク７１０、７１１、パネルＩＤ７０９が配置さ
れている。
　ＦＰＣ接続部横の音声信号処理回路として、Ｄ／Ａ変換回路７１２、Ｄ／Ａバッファ回
路７１３などのデジタル信号回路、プリアンプ７０７、スピーカー駆動用アンプ７１４、
７１５などの増幅回路を配置している。
【００４５】
　図７における実施例では、デジタルの信号系（Ｄ／Ａ変換回路、Ｄ／Ａバッファ回路）
とアナログの信号系（プリアンプ、スピーカー駆動用アンプ）をＦＰＣ接続部の左右に配
置している。このような配置を行うことにより、デジタル信号がアナログ回路に漏れるこ
とを防止し、より高品質な画像情報及び音声情報を提供することが可能となる。スピーカ
ー駆動アンプはスピーカー駆動用に大電流を流す必要があり、配線抵抗による電位降下を
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防ぐため、ＦＰＣ接続部に近接または隣接に配置されることが望ましく、また、アンプの
出力端子からＦＰＣまでの配線抵抗は１０Ω以下であることが望ましい。また電源配線、
接地配線なども同様である。さらに、映像信号と音声信号を分離して処理することとなる
ため、各々の干渉を防ぐことが可能となり高品質な映像及び音声を提供することが可能と
なる。
【００４６】
　デジタルの信号処理はＤ／Ａ変換回路に限定されず、他の機能、例えば、ＤＳＰ、ＰＣ
Ｍ複号器などを含んでも良い。
【００４７】
　デジタル入力信号がＤ／Ａ変換後の信号に影響を与えるのを防止するため、Ｄ／Ａ変換
回路、複号器などのデジタル信号処理回路の入出力を信号処理回路の両端に配置しても良
い。（図示せず）
【実施例２】
【００４８】
　図４に本発明を用いた実施例を示す。図４は本発明の液晶表示装置の上面図および側面
図である。本実施形態は図４に示すように絶縁基板４０１上にＴＦＴで構成された画素部
４０８、ソース信号線駆動回路４０５、ゲート信号線駆動回路４０６、液晶を封止する封
止材４０４、対向基板４０２によって構成されている。液晶表示装置を駆動する電気信号
はＦＰＣ４０３より入力され、ＦＰＣの横にアライメントマーク４１０、４１１、パネル
ＩＤ４０９が配置されている。ＦＰＣに横には信号処理回路４０７、４１２がＴＦＴによ
って構成され、配置されている。
【００４９】
　本実施例では、上記のほかにＦＰＣ接続部、信号処理回路表面近傍に樹脂４１３を設け
ている。この樹脂は信号処理回路４０７、４１２を保護するものであり、このような樹脂
コートをすることにより、信号処理回路を外部の機械的衝撃や、水分などから保護するこ
とが可能となり、信頼性が向上する。
【００５０】
　尚、図４に示した実施例では、アライメントマーク４１０、４１１およびパネルＩＤ４
０９の部分は樹脂コートよりはずしている。このように樹脂コートは選択的に行っても良
い。
【００５１】
　機械的な保護という面からは樹脂に限らず、テープなどの粘着面を持つ絶縁物を保護物
として貼り付けて保護をおこなっても良いし、接着剤を介して絶縁性保護物を貼り付けて
も良い、また、絶縁性接着材を介して、導体の保護物を貼り付けても良い。これらは樹脂
と組み合わせて使用しても良い。
【実施例３】
【００５２】
　以上のようにして作製される液晶表示装置は各種電子機器の表示部として用いることが
できる。以下に、本発明を用いて形成された液晶表示装置を表示媒体として組み込んだ電
子機器について説明する。
【００５３】
　その様な電子機器としては、ビデオカメラ、デジタルカメラ、ヘッドマウントディスプ
レイ（ゴーグル型ディスプレイ）、ゲーム機、カーナビゲーション、パーソナルコンピュ
ータ、携帯情報端末（モバイルコンピュータ、携帯電話または電子書籍等）などが挙げら
れる。それらの一例を図８に示す。
【００５４】
　図８（Ａ）はデジタルカメラであり、本体３１０１、表示部３１０２、受像部３１０３
、操作キー３１０４、外部接続ポート３１０５、シャッター３１０６等を含む。本発明の
液晶表示装置をカメラの表示部３１０２に用いることで、小型軽量のデジタルカメラを構
成することができる。
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【００５５】
　図８（Ｂ）はノートパソコンであり、本体３２０１、筐体３２０２、表示部３２０３、
キーボード３２０４、外部接続ポート３２０５、ポインティングマウス３２０６等を含む
。本発明の液晶表示装置を表示部３２０３に使用することで小型軽量のノートパソコンを
構成することができる。
【００５６】
　図８（Ｃ）は携帯情報端末であり、本体３３０１、表示部３３０２、スイッチ３３０３
、操作キー３３０４、赤外線ポート３３０５等を含む。本発明の液晶表示装置を表示部３
３０２に使用することで、小型軽量な携帯情報端末を構成することができる。
【００５７】
　図８（Ｄ）は記録媒体を備えた画像再生装置（具体的にはＤＶＤ再生装置）であり、本
体３４０１、筐体３４０２、記録媒体（ＣＤ、ＬＤまたはＤＶＤ等）読込部３４０５、操
作スイッチ３４０６、表示部（ａ）３４０３、表示部（ｂ）３４０４等を含む。表示部Ａ
は主として画像情報を表示し、表示部Ｂは主として文字情報を表示するが、本発明の液晶
表示装置は記録媒体を備えた画像再生装置の表示部（ａ）、（ｂ）に用いることができる
。なお、記録媒体を備えた画像再生装置としては、ＣＤ再生装置、ゲーム機器などに本発
明を用いることで小型軽量な画像再生装置を構成することができる。
【００５８】
　図８（Ｅ）は折りたたみ式携帯液晶表示装置であり、本体３５０１に本発明を用いた表
示部３５０２を装着することにより小型軽量な携帯液晶表示装置を構成することができる
。
【００５９】
　図８（Ｆ）はビデオカメラであり、本体３６０１は、表示部３６０２、筐体３６０３、
外部接続ポート３６０４、リモコン受信部３６０５、受像部３６０６、バッテリー３６０
７、音声入力部３６０８、接眼部３６０９、操作キー３６１０などを含む。本発明の液晶
表示装置を表示部３６０２に用いることで小型軽量なビデオカメラを構成することができ
る。
【００６０】
　図８（Ｇ）は携帯電話であり、本体３７０１は、筐体３７０２、表示部３７０３、音声
入力部３７０４、アンテナ３７０５、操作キー３７０６、外部接続ポート３７０７などを
含む。本発明の液晶表示装置を表示部３７０３に用いることで小型軽量な携帯電話を構成
することができる。
【００６１】
　以上の様に、本発明の適用範囲は極めて広く、あらゆる分野の電子機器に適用すること
が可能である。また、本実施例の電子機器は実施例１、２のどのような組み合わせからな
る構成を用いても実現することができる。
【実施例４】
【００６２】
　図１０に第４の実施例を示す。本実施例は液晶表示装置に、薄膜トランジスタを用いて
、画素部５００１、ソース信号線駆動回路５００２、ゲート信号線駆動回路５００３、Ｄ
／Ａ変換回路５００５、シリアル・パラレル変換回路５００４、D／Ａバッファアンプ５
００６、レベル調整抵抗５００７、デジタルアナログ切り換えスイッチ５００８、プリア
ンプ５００９、電子ボリウム５０１０、電子ボリウムバッファアンプ５０１１、スピーカ
ー駆動用非反転アンプ５０１２、スピーカー駆動用反転アンプ５０１３を形成したもので
ある。
【００６３】
　シリアルのデジタル音声データはシリアル・パラレル変換回路５００４によって、パラ
レル音声データに変換される。このシリアル・パラレル変換回路５００４はシフトレジス
タとラッチ回路によって構成される。パラレル音声データはＤ／Ａ変換回路５００５でア
ナログ信号に変換され、バッファアンプ５００６およびレベル調整抵抗５００７を介して



(10) JP 4188188 B2 2008.11.26

10

20

30

、アナログ・デジタル切り換えスイッチ５００８に入力される。一方、外部アナログ音声
信号はプリアンプ５００９で増幅されたのち、アナログ・デジタル切り換えスイッチ５０
０８に入力される。ここで、Ｄ／Ａ変換回路５００５によってアナログ化された信号また
はプリアンプ５００９によって増幅されたアナログ信号の一方が選択される。
【００６４】
　切り換えスイッチ５００８の出力は電子ボリウム５０１０に入力される。Ｄ／Ａ変換回
路５００５のバッファアンプ５００６の出力は抵抗５００７を介しているため、電子ボリ
ウム５０１０の入力抵抗（図示せず）とのあいだで信号が分圧され、それによって、プリ
アンプ５００９の出力との間のレベル調整をおこなっている。
【００６５】
　電子ボリウム５０１０の出力はスピーカー駆動用非反転アンプ５０１２、スピーカー駆
動用反転アンプ５０１３に入力され、それらの出力をＢＴＬ接続し、スピーカー５０１４
を駆動している。
【００６６】
　図１２は図１０に示した液晶表示装置を試作したものの写真であり、４インチのＶＧＡ
の液晶表示装置を示している。
【００６７】
　また、図１１は電子ボリウムの等価回路を示したもので、この電子ボリウムは抵抗とス
イッチ、スイッチコントロール用回路によって構成されている。アナログ信号をより入力
し抵抗ラダーにて、分圧する。それをスイッチの組み合わせによって、ボリウム出力に引
き出している。それぞれのスイッチはＤ０～Ｄ３のデジタル信号によって制御されている
、図１１に示す例では４ビットであるが、４ビットには限定されない。また、デジタル信
号はレベルシフタなどを用いて適宜増幅しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の液晶表示装置の上面図、側面図。
【図２】従来の液晶表示装置の上面図、側面図。
【図３】従来の液晶表示装置の上面図、側面図。
【図４】本発明の液晶表示装置の上面図、側面図。
【図５】音声信号処理回路のブロック図
【図６】デジタル音声信号処理回路のブロック図。
【図７】本発明の液晶表示装置の上面図、側面図。
【図８】本発明の液晶表示装置を用いた電子機器の図。
【図９】ＣＤのデジタル信号フォーマットを示した図。
【図１０】音声機能を一体化した液晶表示装置のブロックの実施例
【図１１】電子ボリウムの実施例
【図１２】本発明を用いた液晶表示装置の写真
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(14) JP 4188188 B2 2008.11.26

10

フロントページの続き

(72)発明者  高橋　圭
            神奈川県厚木市長谷３９８番地　株式会社半導体エネルギー研究所内
(72)発明者  長多　剛
            神奈川県厚木市長谷３９８番地　株式会社半導体エネルギー研究所内

    審査官  藤田　都志行

(56)参考文献  特開平１１－０８４４２５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３６８　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３４５　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３　　　



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP4188188B2 公开(公告)日 2008-11-26

申请号 JP2003327095 申请日 2003-09-19

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社半导体能源研究所
夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 半导体能源研究所有限公司
夏普公司

当前申请(专利权)人(译) 半导体能源研究所有限公司
夏普公司

[标]发明人 宮田和彦
小山潤
三宅博之
高橋圭
長多剛

发明人 宮田 和彦
小山 潤
三宅 博之
高橋 圭
長多 剛

IPC分类号 G02F1/1368 G02F1/1345 G02F1/133 G02F1/136 G02F1/13 G02F1/1362 G09G3/36 H01L29/786

CPC分类号 G02F1/13452 G02F1/13454 B32B3/30 B32B5/18 B32B5/32 B32B2266/025 B32B2307/102 B32B2307
/72

FI分类号 G02F1/1368 G02F1/1345 G02F1/133.505 G02F1/136

F-TERM分类号 2H092/GA50 2H092/GA59 2H092/JA24 2H092/NA17 2H092/NA25 2H092/PA04 2H092/PA06 2H093
/NA16 2H093/NC03 2H093/NC12 2H093/NC34 2H093/NC36 2H093/ND42 2H093/NE07 2H192/AA24 
2H192/FA73 2H192/FA81 2H192/FB13 2H192/FB27 2H192/FB32 2H192/FB33 2H192/GD71 2H192
/GD74

优先权 2003144136 2003-05-21 JP

其他公开文献 JP2005004164A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供具有显示图像的信号处理功能的小框架的液晶显示器。解决方案：该显示器具有薄膜元件的信号处理电路，并
且信号处理电路的至少一部分形成在布线连接部分沿着基板的一侧延伸的区域中。通过在区域外形成信号处理电路使该显示器的框
架变小，其中液晶被密封，从而有效地利用传统上为死区的FPC连接部分的侧面区域。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/981c7e89-3828-4ad4-854d-0337476dc7cb
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033566707/publication/JP4188188B2?q=JP4188188B2



